
        

      
           
           
           

            
             

              
               
           

       
                                            
                                            
               

      

                   
             

10 学校経営の方針 
（１）学校教育目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学校経営方針 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権教育・特別支援教育の視点 

 

（３）共通認識のもと進める事 

  ①学級・学年経営…児童の個性を肯定的に見て、学級・学年の中で生かす経営 

  ②学力向上…学びの主体は児童。児童の発言等を活かす対応力と授業構成力 

        話を「聞く・聴く・訊く」ことで、状況に応じた言動ができる力を育成  

  ③生徒指導対応の大原則 

   ・事実確認は、複数職員対応。・児童の人間性を否定しない。・毅然とした対応 

   ・他者が幸せに生きる権利を奪う言動は、許さない。 

 

（４）児童の前に立つために 

   児童の前に立ち、教育を行うための絶対条件は、危機管理意識を高く、広く持って対 

応することと、不祥事を起こさないことである。 



（５）令和８年度　菊陽西小学校グランドデザイン

保護者との連携

菊陽町の教育理念・菊陽町教育目標

学校教育目標
共に学び・支え合い 未来を切り拓きながら 自分を磨き続ける児童の育成

協働・共創・考動力 コミュニケーション力

自分磨き力児童に身に付けさせたい３つの力

主体的に学び続ける姿

学
級
経
営
力

授
業
実
践

問
題
対
応

児
童
観
察

校内研究テーマ

共に学び・支え合い 自らを磨き続ける教職員集団を目指して
～指導力向上に向けた学びのプロセス～

菊陽スタンダード・新そろえよう菊西の徹底

人 権 教 育 特別支援教育教育活動の根幹

教師が磨くべき4つの力

取組の特色１ ３年生以上による教科担当制・４年生以上によるチーム担任制導入

取組の特色２ 調整授業時数制度（サキドリ）を活用した「裁量的な時間」の効果的運用

plan

docheck

action

学校・教職員

の教育的課題
⇧

児童の姿
行政・関係機関との連携

学校運営協議会の定期開催
地域学校協働活動の推進

学校評価の検証

重点対応課題（資質・能力面）
〇授業力が向上する研究・組織体制の構築
〇学級経営における学級間格差への対応
〇人権感覚、意識の向上に繋がる取組

重点対応課題（児童育成面）
〇学力の二極化対応
〇不登校・不登校傾向児童への対応
〇特別支援教育の充実・交流学級との連携



（６）学校経営の構想・重点努力事項

【児童・地域の実態】

-全体的な学力は高く、落

ち着いて生活できる児童

が多い。
-通塾している児童が多く、
教育に熱心な家庭が多い。

・菊池教育事務所取組

の方向

・菊池教育事務所重点

取組事項
関係法規
・日本国憲法、教育基本法

学校教育法 等

・小学校学習指導要領

・くまもと新時代教育大綱

・第４期教育振興基本計画

・熊本の学び推進プラン等

菊陽町教育理念
陽光「さん」と輝く人材を育む

～自らの可能性を拡げ、未来を切り拓く
菊陽の人づくり～

菊陽町教育目標
人間性豊かな菊陽町民として成長することを願
い、幼保小中及び家庭・地域社会との緊密な
連携のもと、人権尊重の精神を基調とし、子ど
もたちに「生きる力」を育み、共生社会と生
涯学習社会の実現をめざした教育を推進する。

学校教育目標
共に学び・支え合い 未来を切り拓きながら 自分を磨き続ける児童の育成

目指す教職員像
〇豊かな教育的愛情、人権感覚、信念

を持って「認め、褒め、励まし、伸

ばす」ことができる教職員

〇使命感と情熱を持ち、研修と修養を

重ね、指導力・対応力を向上させる

教職員

〇教育課題を共有して、新たなチャレ

ンジ・組織的な対応ができる教職員

〇子ども・保護者・地域のつながりを

大切にし、連携・協働できる教職員

目指す児童像

〇思いやりを持ち、自分も友達も

大切にできる子ども (やさしく)

〇自ら学び、考えを持ち、表現･行

動、挑戦できる子ども(かしこく)

〇命の尊さを考え続ける、心身と

もにたくましく生きる子ども

（たくましく）

〇郷土を愛し、郷土に誇りを持つ
ことができる 子ども

目指す学校像
〇子どもが「分かって、できて・一
緒に居て・考え合って」楽しい
と思える学校

〇子どもたちみんなで、みんなを高
め合うことができる学校

〇環境が整備され、子どもたちが安

心、安全に過ごすことができる

学校

〇保護者や地域と連携・協働し、信

頼される学校

学校経営方針
①学校組織・組織の一員としての姿勢

・チーム学年として、学年主任を中心として、児童の育成に関して組織的に教育活動等を推進していく。

必要な教育活動については、学年主任の裁量で展開していく。

・教育公務員として、法の遵守は勿論のこと、自己の職責を果たし、決まった事は徹底遂行する。

②職員個々が人としての資質を磨く、教職員としての指導能力向上

・人権感覚を磨く、人権意識の向上に繋がる研修実施、各種研修へ積極的に参加、諸課題にチームで対応する。

・学級経営力、授業力の向上熊本の学び推進プランに基づいた実践及び校内研究へ積極的に参画する。

③『菊陽町教育委員会重点取組』に基づいた教育活動の充実

・固定担任制でもチーム担任制でも取組の方向は同じ。「学力の二極化、不登校（傾向）児童の増加、共生の

教育の在り方」の３つの教育課題の改善に向けた取組を推進する。

・問題事象・生徒指導事案に関しては、学年部全員で対応、管理職及び関係機関と連携すること。絶対に１人で

対応しない。チームで対応するために、情報共有を徹底していく。

確かな学力【かしこく】
○話を聞く態度、姿勢を核とした学

習規律の醸成

○交換授業、教科担当制の充実によ

る授業力向上

〇アナログとデジタルを効果的に融

合させた授業改善

〇「個別最適な学び」と「協働的な

学び」の理解促進と実践力につな

げる研修・研究の充実

特色ある学校・職場環境づくり
〇チーム担任制導入やサキドリによる裁量の時間の効果的運用による心的負担の軽減と働き方改革の推進
〇児童の情報共有の時間を確実に確保することで、危機管理意識の向上及び各種事務処理時間の軽減
〇定期的な研修、事例研の実施による教育公務員として自覚とチームの一員としての意識の向上

豊かな心【やさしく】
○人権感覚を磨き、人権意識を高め

る教育活動の推進

〇共生の教育の充実

○いじめ・不登校の未然防止、早期

発見、改善に向けた取組の充実
〇考え、議論する道徳の充実

健やかな体【たくましく】
○体力の実態に対応した体育授業の

工夫改善

〇環境、安全面を考慮した教育活動

の推進

○自分や他者の命を守る意識と実践

力を高める安全教育・防災教育の

充実

〇基本的な生活習慣の確立及び心身

の健康を増進する保健指導充実

重点努力事項


